
３　目標・評価

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
達成度

成果と課題
（左記の理由）

〇ボランティア精神の育
成

豊かな心の育成と社会
貢献

Ａ

・ボランティア清掃活動は、今年度も１
０月に実施した。生徒数は減少したが、
例年通り、清掃範囲を学校周辺の道路等
としてゴミ拾いを行った。限られた時間
の中で、生徒は熱心に活動した。
・今年度新たに文化祭（定時制フェス
タ）を実施し、保護者のご協力のおかげ
で、不用品バザー等の収益金を豪雨災害
義援金として寄付することができた。

●いじめ問題への対応 生徒実態把握の推進 B

・いじめアンケートの実施を年2回から5回に
増やし、実態把握に努めた。また、回答内
容をすぐに確認し、即応できる体制を整え
た。
・職員間で生徒情報の共有を図り、いじめ
の原因になり得る状況に対応することがで
きた。
・いじめの解消に長期の時間を要するケー
スがあった。

教育相談体制の充実 B

・年2回、「生活に関するアンケート調査」及
び教育相談期間を設け、生徒の実態把握
と、相談体制づくりを図った。
・スクールカウンセラーの活用については、
新入生対象に短時間の面接を計画し、1年
生全員が面接を受けることができた。早期
の生徒理解につなげるとともに、生徒が抵
抗なく相談できる基盤づくりができた。

心の健康づくり B

・外部講師を招へいして夏休みに職員研修
を行い、心身の健康課題について研修を深
めることができた。
・スクールカウンセラーの利用については、
職員が生徒についての相談を定期的に行
い、専門的な指導助言を受けることができ
た。

具体的な改善策・向上策

・天候不良で清掃活動ができない場合
は、別日での実施等の対策をを検討して
いきたい。
・生徒会活動の時間が限られており、な
かなか新たな行事を盛り込むことは難し
いが、現在の生徒たちは積極的に動こう
という気持ちを持っているので、それを
生かすような活動を企画していきたい。

・生徒情報交換会において、生徒同士の
人間関係について詳しく情報を共有でき
るようにする。
・携帯電話、スマートフォン、SNSなど
の利用に関するモラルやマナー教育の充
実を図る。
・教育相談部やスクールカウンセラーと
連携し、生徒のサポートを行う。

・スクールカウンセラーの来校日と職員
会議の日程調整を行い、職員連絡会にス
クールカウンセラーが参加する機会を年
に数回は確保して情報交換や助言を得る
ようにする。
・スクールカウンセラーの面談について
は、来年度も新入生を対象に面接の機会
を設け、生徒理解に繋げていきたい。

・日頃より、スクールカウンセラーとの連携
を図るとともに、今後も職員研修の機会を
設け教育相談活動の充実を図っていく必要
がある。
・スクールカウンセラーの来校日等の情報
については「保健便り」だけでなく、ホーム
ページに掲載するようにしていきたい。

①　集団生活の中で、他人を認め、協調して活動する心を醸成する。

具体的目標 具体的方策

教
育
活
動

・年１回以上、学校周辺の清掃活動を実
施し、ボランティア精神を涵養する。

・伊万里市環境課と連携をとり、伊万里市
がさらに住みよい温かい町になるよう地域
社会貢献に努める。

・ 生徒の人間関係や精神状況を十分に把握
し、いじめの発生を未然に 防ぐ。
・ いじめが発生した際の対応を迅速に行う。

・ いじめアンケートを実施し、いじめの萌芽と思
われる状況を見逃さず迅速に対応する。
・ 全職員が生徒の現況を把握できるよう、情報
交換を密にする。
・ 保護者との連携により、家庭での状況にも十
分な注意を払う。

●心の教育

・ 年2回、教育相談週間を設け、生徒と教職
員の信頼関係作りを図る。
・ 年2回以上、スクールカウンセラーが参加
する職員連絡会の機会を作る。

・ 教育相談週間前に「生活に関するアンケー
ト」を実施し、面談時の 生徒理解資料として担
任へ情報提供を行い、効果的な教育相談の実
施を図る。
・ 教務と協力して職員連絡会にスクールカウン
セラーが参加する機会を確保し、職員とスクー
ルカウンセラーの連携作りに努める。

・ 年１回以上、生徒理解のための職員研修
を実施する。
・ 教育相談についての情報発信に努める。

・ スクールカウンセラーと連携し、職員研修の
機会を設ける。
・ 日報や「ほけんだより」で、スクールカウンセ
ラー来校日や教育相談についての情報を発信
する。

令和元年度(平成31年度)　佐賀県立伊万里商業高等学校・伊万里実業高等学校（定時制課程）   学校評価計画

１　学校教育目標

　生徒一人ひとりの「生き
る力・生き抜く力」を育み、
経済社会の変化に十分に
対応しうる、社会人・商業
人としての資質（知識・技
能）を身につけさせ、社会
に貢献できる心身ともに健
全な生徒の育成を目指
す。

２　本年度の重点目標

　《創造そして進化》をスローガンとして、１０年後、２０年後の生徒たちの姿を想像し、社会貢献ができる人間性豊かな
生徒の育成を目指す。

①　集団生活の中で、他人を認め、協調して活動する心を醸成する。
②　基礎学力の向上に努め、思考力・判断力・表現力を磨き、進路実現１００％を目指す。
③　保護者や地域へ情報を公開し、連携を密にすることにより、地域に信頼される、魅力ある学校づくりに努める。
④　部活動や資格取得において、目標に向かって努力し、成し遂げることの充実感、成功体験を通じて、 将来の
　自分に夢と希望を持てる生徒を育てる。
⑤　新しいものを創造し、変化していく社会を牽引できる人材を育成し、来るべき社会の構築に積極的に 加担でき
　る生徒を育成する。 Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分であ



領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
達成度

成果と課題
（左記の理由）

学び直しと家庭学習の
充実

Ａ

・授業時数については、すべての科目で規
定時数の97％を超えた。
・できるだけ特別時間割を少なくし、平常授
業を行った。
・落ち着いた生活態度が身につき、欠点者
も少なくなった。
・生徒の学習意欲を高め、将来に向け必要
な学力を身につけようとする姿勢を育てる。

専門教科指導の充実 Ａ

・ティームティーチングの指導により、生徒
への指導を十分に行うことができた。
・日本情報処理検定協会主催の検定では、
前年度７割程度の合格であったが目標の9
割を達成することができた。特に1級の合格
者が前年度を大きく上回ることができた。合
格経験は達成感を育み次の目標に対して
意欲的に取り組むことができた。

〇教育の質の向上に向
けたＩＣＴ利活用教育の実
施

学習効果を高めるＩＣＴ
の利活用

B

・授業時数については、ほとんどの科目で
規定時数の80％を超えた。(2/5時点)
・教師側がICT機器に慣れたこともあり、生
徒を指導する時間を多く取れるようになって
いる。
・学校生活の様々な場面でICT機器を活用
する場面が増え、視覚的に訴えかける指導
ができるようになっている。

○進路指導 希望進路の実現 B

・基礎学力アップテストは、一部の生徒に学
習に取組む意欲がみられなかった。
・アルバイトの経験者は長期短期を含めて
22名中20名で90.9％の就労率であった。全
日制の進路指導部及びハローワークと連
携して、生徒の進路指導にあたることがで
きた。

〇教育の質の向上に向
けたＩＣＴ利活用教育の実
施

情報活用能力の育成 B

・電子黒板の活用率は設置教室での授業
では、ほぼ１００％に近い。また、生徒の理
解、興味関心に合わせ、黒板との併用も適
材適所に近づいてきたと感じる。
・学習用PCの利用は、教科間に差がある。

〇教職員の資質向上 授業改善 B

・今年度授業評価は実施していない。従業
評価の数値的な評価で分析を行うより、各
クラス少人数であるため、日頃から随所に
生徒の生の声を聞き取ることに重点を置い
た。また、TTを強化し、生徒個々の「わから
ない」を細かく発見するこで基礎学力向上
に努めた。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策・向上策

具体的な改善策・向上策

・来年度以降もできるだけ授業を実施す
るようにする。
・落ち着いて授業を受ける雰囲気を醸成
し、学びの大切さを認識させる。
・ＨＲや集会等で就職・進学に向け、
日々の学習が重要であるという意識を定
借させる。

・日本情報処理検定協会主催の検定合格
が学習意欲の向上につながっているので、
引き続き指導を行っていきたい。
・日商簿記検定の内容が高度になってきて
いるので、全商簿記検定３級レベルを目標
とする。

・授業の様々な場面でICT機器が活用さ
れてはいるが、依然としてあまり活用さ
れていない授業もある。教育センター等
での研修への積極的な参加を呼び掛ける
ともに、新たな場面でのICT機器の活用
の場面を考えていきたい。

・基礎学力アップテストについては、生
徒の意欲を高める働きかけを検討した
い。
・進路指導にあたっては、今年度同様、
全日制の進路指導部及びハローワークと
連携をとりながら進めていきたい。

・次期学習指導要領を校内研修等で理解
を深め、特に新しい学びのあり方の習得
に努める。
・各教科でICTを利活用する際、情報リ
テラシー育成を意識して、著作権教育や
情報モラル教育も取り組む。

･来年度は、今年度の取組に加え、年1回
の授業評価を行う。この際、前年までの
多岐選択式ではなく、生徒個々の困り間
を引き出すためのものにしたい。また、
教師相互の授業参観を活発化させ、教科
を超えた協議を実践したい。

②　基礎学力の向上に努め、思考力・判断力・表現力を磨き、進路実現１００％を目指す。

③　保護者や地域へ情報を公開し、連携を密にすることにより、地域に信頼される、魅力ある学校づくりに努める。

教
育
活
動

●学力向上

・ 授業では、中学校での学習内容の復習や
基礎的内容を中心に、生徒が 授業に関心を
持って取り組めるようにする。
・ 学習の遅れや苦手意識を克服するため
に、基礎基本を丁寧に指導し、状況に応じて
個別指導を行う。

・ 学校行事を精選し、授業時数を確保する。
・ 生徒の理解度に応じた教材や指導方法を工
夫する。
・ 基礎学力を高めるため、基礎基本を重視し
た指導を行い、同時に基礎学力テストを実施し
て生徒の学習に対する意識向上を図る。

・ 指導方法の創意工夫により、「できる（自信
をつける）授業」を展開する。
・ 各種検定資格試験の合格率を９０％以上
にする。

・ ティームティーチングによる個別指導をする。
・ 基本練習を確実に行う。
・ 達成度を確認させ、目標を明確にしていく。

・ 生徒の理解度に応じた教材や指導方法を
工夫する。
・ ICT機器の活用により、生徒の学習に取り
組む意識を高める。

・ 学校行事を精選し、授業時数を確保する。
・ 授業への興味・関心を高めるため、学習コン
テンツ配信サービスやデジタル教科書、オンラ
イン教材などを活用する。
・ 学習用パソコンや電子黒板で利用できる教
材を作成し、授業に活用する。

・ 卒業予定者の進路決定率を１００％にす
る。

・ 年８回基礎学力アップテストを実施して、基
礎学力の向上をはかる。
・ 就労体験を通し、社会性を身に付けさせる。
・ 全日制進路指導部および、ハローワークと連
携し、進路情報を収集して、生徒に提供する。

学
校
運
営

・ 各教科科目の授業において、ＩＣＴの利活
用を推進する。
・ ＩＣＴを利活用した授業に関する校内職員研
修を実施する。

・ 各教科科目の授業において、学習用パソコ
ンを活用した個別学習を推進する。
・ 学習用パソコンと電子黒板を連携させた協働
的な学びを推進する。

・ ｢わかりやすい授業｣を目指し、授業内容の
精選と授業の進め方などを生徒の実態に合
わせて常に見直していく。
・ 生徒が授業に関心を持って取り組み、学習
することに自信が持てるように指導する。

・ 年2回、生徒による授業評価を実施して、授
業の改善につなげる。
・ 理解度を確認するために、学習用パソコンを
利用したアンケートなどを実施する。

具体的方策

具体的目標 具体的方策

具体的目標



本年度の重点目標の
周知

C

・学校評価アンケートでは、１０項目中最も
低い結果となった。「あまり思わない」と感じ
た職員が半数を超えた。教育方針等を念頭
に置いた日頃の教育があまり実践できてい
ないことが窺える。

本校教育活動への理
解と啓発

B

・学校評価アンケートの結果では、保護者
や地域への情報発信は、８８％が肯定的な
評価であった。後援会総会の出席率は６
４％で、昨年度(３２％)％より大きく増加でき
た。引き続き、保護者へ連絡を徹底し、後
援会総会などの学校行事への参加を呼び
かけていきたい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
達成度

成果と課題
（左記の理由）

学
校
運
営

○教職員の資質向上
業務評価表を活用した
職員の指導力向上

B

・定通制体育大会の前は、全職員で部活動
の指導にあたり、卓球団体で優勝した女子
3名全国高等学校定通制体育大会に出場
することができた。また、卓球部は、冬季期
間も部活動を継続するなど、今後の活動指
針を与えた。
・日本情報処理検定協会主催の各種検定
試験で、5種目1級取得者が1名、4種目1級
取得者が3名、3種目1級取得者が2名と良
好な成績を収めた。

●志を高める教育
夢や目標に向かって努
力しようとする気持ちを
育む教育の充実

B

・生徒数が減少して、チーム出場が難しい
競技が増えたが、生徒たちの「チームで出
場したい」という意欲により、今年度はなん
とか例年通りの競技で参加できた。生徒た
ちは練習にも熱心に参加した。
・生活体験発表大会では、久しぶりに県で
の上位入賞ができた。
・今年度は文化祭の復活開催によって「自
分たちで動く」という意識を高めることがで
きた。

○進路指導 特性に応じた指導 B

・学校での生徒会活動や授業での様子か
ら、生徒個々の特性を見いだす協議を職員
間で行ってきた。
・生徒が就業活動を行う企業等を定期的に
訪問し、取組の様子を把握するように努め
た。これにより、学校では発見できなかった
新たな特性を見いだすこともできた。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
達成度

成果と課題
（左記の理由）

就労による勤労観の育
成

Ａ

・生徒は、労働法規に関する出前授業を受
け、働く人を守る法律に関する知識を深め
た。
・就労率は短期長期あわせて、90.9％で
あった。

具体的な改善策・向上策

具体的な改善策・向上策

・定通体育大会では、各競技への参加意欲
を考慮しながら、人員の調整を行っていく。
・自分の体験を人前で発表することは、な
かなか難しいことであるが、生活体験発表
大会は貴重な機会であるので、まず校内で
の発表会を充実させていく必要がある。
・生徒会の行事を増やすことは、定時制と
いう限られた時間の中では困難も多いが、
「生徒の意欲」を育てるという方向で取り組
んでいく。

・年度初めに、まずは職員が周知理解し
て、あらゆる教育場面での反映を協議す
る必要がある。生徒に対しては、スロー
ガンを唱えるような教育ではなく、この
ことが自然と浸透できるような授業や生
徒指導、特別活動が必要であろう。保護
者には、後援会総会、三者面談、学校
ホームページなどで周知を図る。

・保護者宛ての文書が確実に届くように
スクールNEWSメールを活用する。学校
ホームページを利用し、学校情報を積極
的に発信していく。
・公開授業と食育講座は好評なので、来
年度も実施し、本校定時制について情報
発信をしていきたい。

・教職員の自己目標については、今年度
の課題を踏まえて目標を設定させる。
・部活動指導や生活指導は、今後も全職
員で取り組んでいきたい。
・来年度も引き続き、資格試験の指導法
については教員間で情報を共有し、各種
検定試験で合格できるよう粘り強く指導
を行っていきたい。

・次年度も職員連絡会で生徒についての
情報を職員間で共有することにより、生
徒の特性にあった進路指導を行っていき
たい。

・隔年で、労働法規と年金に関する講義
を3,4年生に受けさせていることで、生
徒の進路意識が高まった。今後とも継続
して行いたい。
・就労率は伸びているので、継続して職
場定着等の指導を行っていきたい。

④　部活動や資格取得において、目標に向かって努力し、成し遂げることの充実感、成功体験を通じて、将来の自分に夢と希望を持てる生徒を育てる。　

⑤　　新しいものを創造し、変化していく社会を牽引できる人材を育成し、来るべき社会の構築に積極的に加担できる生徒を育成する。

・ 自己目標と達成状況を自己点検する機会を
設ける。
・ 自己の目標達成が生徒の育成に貢献してい
るかどうかという視点をもつ。
・ 部活動の期間は全職員で指導にあたり、生
徒の参加意欲を高める。
・ 資格試験を指導する際は、担当者間で指導
法について情報を共有し、指導力向上を図る。

教
育
活
動

・生徒全員が集団的行事に参加し、それぞれ
が励んだ思いを述べられるようにする。
・在学中、少なくとも１回は生活体験発表に
挑戦することを勧める。また、生活体験発表
県大会には生徒全員が参加することで、他
者の思いを理解し、自分の目標を深く考えら
れる機会とする。

・定通体育大会に仲間と助け合い、勝利を目
指して練習に励むことができる環境を整える。
・文化祭等生徒会行事において、生徒の意志
を尊重しながらも、学校の方針等も十分に理解
させ、主体的に臨めるよう配慮する。
・自分の思いを、言葉や文字にすることで夢を
実現するための勇気や見通しが持たせられる
よう指導する。

学
校
運
営

○学校経営方針

・ 教職員、生徒、保護者に周知し、 認知率８
０％以上を目指す。

・ 職員には職員会議、職員連絡会等で周知を
図る。
・ 生徒には集会やHR活動において周知を図
る。
・ 保護者には後援会総会や個人面談で説明
し、学校便りやホームページ等で取組状況を
報告する。

・ 生徒の特性を理解して、長所を伸ばす環境
づくり、指導を行ない、 進路目標達成につな
げていく。

・ 生徒の学校生活の様子を職員連絡会等で情
報交換し、共通理解を図る。
・ 部活動の期間中には、集団の中でのリー
ダー性や協調性などの特質を見い出し、その
個性を発揮させる環境づくりに努める。

・ 学校の重点目標を踏まえた目標を設定す
る。
・ 業務評価表に掲げた具体的目標の自己評
価を、全職員が「A」以上にする。
・自己の指導力向上が生徒の育成に着実に
結びついているという意識を高める。

具体的目標 具体的方策

・ 生徒、保護者、学校評議員等へ学校情報
を発信する。
・ 地域の中学校（生徒・保護者・職員）へ学
校情報を発信する。
・ 保護者への学校行事の連絡を徹底し、後
援会総会の保護者出席率を５０％に近づけ
る。

・ 学校便りを発行し、ホームページの更新を行
う。
・ 一日体験入学を実施する。
・ 中学生や保護者、中学校教員を対象とした
公開授業を実施する。
・ 保護者宛の文書が確実に届くように、スクー
ルNEWSメールを活用する。

具体的目標 具体的方策

教
育
活
動

○学校の個性化

・ 社会的な自立を目指して、就労への意識を
高める。
・ 就労率を８０％以上にする。

・ 年金、労働関係法規に関する講義を受け、
社会的な自立の基本を育てる。
・ 未就労生徒に就労先を紹介する。
・ 生徒の就労先を訪問し、就労状況を把握し
て、職場への定着を図る。



進路指導体制の充実 Ａ

・夏季休業中に生徒のアルバイト先の職場
訪問を行い、職場での様子を知ることがで
き、生徒の個性を把握することができた。
・不登校、発達障害のある生徒に関して
は、保護者と連携をとりながら、支援体制づ
くりに努めた。
・個に応じた指導、支援を実践してきた。

〇基本的習慣の確立 社会的マナーの習得 B

・多くの生徒が、適切な言葉遣いと挨拶が
できるようになった。
・社会人としてのマナーについてもしっかり
と指導していく必要がある。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
達成度

成果と課題
（左記の理由）

望ましい食習慣の形成 B

・喫食率は4月当初は93.6％であった。その
後も、平均88.6％。給食室に入り一品だけ
でも食べるという習慣づけが定着し、下が
ることなく維持できている。
・「給食だより」は毎月発行し、旬の食材や
行事、食材の栄養価など食に関する情報を
発信した。
・行事食や毎月のセレクト給食、バイキング
給食などを実施し、選択する楽しさを感じさ
せ、食べることへの意欲を持たせることが
できた。また、生徒自らが栄養バランスを考
え、食品を選択する力を養った。
・食事の大切さや自分自身の健康のために
正しい食習慣を身に着ける講話を行った。

健康管理能力の向上 B

・一人当たりの保健室年間利用回数は8．3
回（1月まで）で目標値よりも高く昨年度より
増えた。生徒数減少のため、一人当たりの
数値が大きくなってしまうためでもあるが、
担任や教科担当者等、全職員と連携して、
様々な課題を抱える生徒に真摯に向き合う
ことがてせきた。
・今年のＤＭＦＴ指数は「1.32」で、目標値は
達成した。校医による歯科講話も食育講話
として実施できた。個別の保健指導につい
ては、う歯未処置者を対象に、プリントを配
布して説明し個別指導を行った。

学
校
運
営

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

業務改善のための工夫と
働き方改革推進

A

・校内LANやSEI-Netについては、有効に運
用できるようになっている。SEI-Netを活用
して成績処理、出席統計、指導要録を行っ
ており、業務の効率化が図られた。ただ、年
度後半でSEI-Netシステムが更新となり、職
員は習得に労務時間を割くことも多かった。
・日常の定時退勤は定常化できた。生徒の
支援に対して組織化して取り組める体制も
整い、充実できた。

●は共通評価項目のうち必須項目、○は独自評価項目

・感染症などの体調不良者や心身の問題
を抱える生徒を早期発見するために、出
席状況や健康観察を全職員で行い、情報
共有に努める。
・健康課題を抱えた生徒たちに対し、
個々に応じた保健指導を行うことが重要
であるので、全体指導と個別指導を計画
的に行っていきたい。
・感染症対策については、流行期に感染
症情報センターからの最新情報を発信
し、感染症の予防を呼び掛ける。

・今後、さらに業務の精選をを図り、業
務の優先順位を明確にしていきたい。生
徒に関する緊急を要する事項は時間外で
も対応し、優先度の低い事項は日数を延
ばしてでも勤務時間内で遂行する等、メ
リハリのある業務を心がけていきたい。
・校内LAN等も改善が進む中、共有ファ
イルの有効活用とペーパレス化も進めて
いきたい。

具体的な改善策・向上策

・次年度も引き続き、夏季休業中に生徒
のアルバイト先の職場訪問を行い、生徒
の個性を把握するとともに、個に応じた
指導、支援を実践していきたい。
・特別支援コーディネーター、スクール
カウンセラーとも連携を密にし、生徒の
成長に必要な環境づくり、指導体制を模
索していきたい。

・登下校時の指導と合わせて、挨拶や言
葉遣いについて指導する。
・職員室の入室時や授業等を通して実践
的に取り組み、更に改善を図っていきた
い。

・生活習慣病予防など健康管理のための
食事の大切さや給食の重要性を理解さ
せ、通年で喫食率を80％以上を維持でき
るように指導を進めていく。また、多く
の生徒が食べに来るような魅力ある給食
になるよう献立内容の工夫をする。
・次年度も「給食だより」を毎月発行
し、保護者との連携を図る。
・食育アンケートを実施し生徒の実態を
把握し、食生活改善のための指導を継続
して行い、望ましい食習慣を身につけさ
せる。
・給食時間の（声かけ等）食に関する指
導を継続的に行い、食に興味・関心をも
たせる。
・全職員との連携・共通理解のもと喫食
率向上に取り組んでいきたい。

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

・ 業務改善のための工夫として、校内ＬＡＮ、
SEI-NEＴをさらに有効活用する。
・業務効率化により、生徒と向き合える時間
を増やし、時間外労働の時間を減らす。

・ 資料のやりとり、職員間の連絡、統計や文書
などを、校務用サーバに保存し、情報の共有
化を図る。
・ SEI-NEＴを利用した出席統計、成績処理、指
導要録の作成を行い、業務の効率化を図る。
・上記２項により、生徒の個別指導に対して、
ゆとりをもって臨める体制を構築する。

・ 授業や集会等、あらゆる機会を捉えて、挨拶
等のマナー指導を行う。
・ 職員間でも挨拶や適切な言葉遣いを心掛
け、率先垂範する。

具体的目標 具体的方策

教
育
活
動

●健康・体つくり

・ 給食の喫食率７５％以上を目標とする。
・ 食事と健康の関わりの意識を高める。

・ 喫食調査を毎日実施し、年間の喫食率が１０
０％の生徒には「健食賞」 を授与する。
・ 給食室に来ても、食べない生徒もいるので、
講話を通して食事の大切さや食に関する興味
関心を高める。また、魅力ある献立の工夫をす
る。
・ 面談を行い、食べ物の嗜好や朝昼夜の喫食
状況や食事内容、食物アレルギーの有無など
の情報を収集するとともに、規則正しい食事の
大切さを認識させる。
・ 「給食だより」を毎月発行し、生徒の自立を支
援するために食事のマナーや食に関する意識
を高めるとともに、保護者との連携を図る。
・ 地場産物や旬の食材を使用したり、郷土料
理を紹介する。

・ 健康に関心を持たせ、健康管理に対する
意識を高めさせる。
・ 保健室の利用率（一人当たりの年間平均
利用回数）7.0未満を目標とする。
・ 歯科保健の充実に努め、ＤＭＦＴ指数（一
人当たりの歯のう歯率）「2.00」未満を目標と
する。

・ 出席状況や健康観察から問題を抱える生徒
を早期に把握する。 面談に努め、心身の健康
管理能力を高める支援を行う。
・ 保健室を利用する生徒で、心身の健康問題
等で管理を要する生徒の早期発見に努め、関
係職員や保護者との連携を図る。
・ 給食後の歯磨き指導を徹底し、学校歯科医
と連携を図り、歯科保健講話を実施する。

教
育
活
動

○学校の個性化
・ 進路実現のための学力、知識および資格
を身に付けることができるように指導・支援を
行い、学習や資格取得に向けた生徒の意欲
を高める。
・　不登校経験者および発達障害の生徒が、
社会に適応できる力を養う環境づくりに努め
る。

・ 生徒情報の共有により、あらゆる教育活動を
通して、全職員が協力した指導体制をつくる。
・　不登校経験者および発達障害の生徒の特
性・特徴を理解して、必要なサポート体制をつく
る。
・ 少人数クラスの特性を生かし、個に応じた指
導・支援を行う。

・ 挨拶を励行する。（来客や職員に対して生
徒全員がきちんと挨拶ができることを目指
す。）
・ 場にふさわしい言動ができるように指導す
る。


